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成果の概要 

小児の感染症診療において迅速な病原体の同定あるいは感染症を除外することは患者のマネジ

メントや予後、院内感染対策に直結する。本研究の目的は次世代シーケンサーを含めた分子生

物学的な手法を用いた病原体診断を、重症感染症の原因診断、院内感染対策、抗微生物薬の適

正使用に活用し、手法の標準化と臨床的なアウトカムに直結する適応について検討すること

と、重症感染症患者の免疫学的応答を検討し、感染症の病態把握・重症化メカニズムの解明に

つなげることである。分子生物学的な手法を用いた病原体診断を継続し一般的な検査では病原

体が特定できない感染症において関連する病原体の検索を行うことで、抗微生物薬や抗微生物

薬以外（ステロイドや免疫抑制薬など）の適正使用・移植適応判断・感染管理に寄与した。抗

微生物薬の影響で培養検査では偽陰性になる可能性があり、Pan-bacterial PCRの系の立ち上

げを行った。カルバペネム耐性菌が検出された際には、迅速にカルバペネマーゼ産生の有無を

調べ、院内感染対策に寄与した。次世代シーケンサーの臨床応用・実用化を目指し、MRSA耐

性機構や細菌の相同性に関する情報解析・検証を行った。感染症が疑われるが病原体が不明の

症例における病原体同定の検討を行い新たに検出されたウイルスの確認・病原性の解釈を引き

続き行っていく。


